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2　1観客動員数ならびに映画館数が、1950 年代に増加していった結果、観客数は 58 年に 11 億人、
劇場数は 60 年に 7457 館とそれぞれ過去最高を記録する。詳しくは「日本映画産業統計」（一



























































































ている。詳しくは、小川、前掲書、67 ～ 68 頁を参照されたい。
6　小川、前掲書、76 頁。
7　永田哲朗『殺陣――チャンバラ映画史』（社会思想社、1993 年）、197 頁。
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後の 1960 年代の東映時代劇にも、これまでのような舞踊的で様式的な立回りがあっ
た。けれども、『幕末残酷物語』において描かれた、血の流出や最後に刀で喉を突
き刺すようなショットは、1950 年代までの東映時代劇では見られなかった演出で
あり、黒澤時代劇の影響を強く感じさせるものとなっている。
　黒澤時代劇で大衆に受けた、血の流出や身体が切断されるショットは、他の監督
たちの手によって、以後、過剰に展開されていった。そして、やがては残酷描写と
呼ばれるまでに至り、そのような描写が含まれている時代劇は「残酷時代劇」と呼
ばれ、1960 年代半ばには残酷ブームが沸き起こる。『幕末残酷物語』もそうした残
酷時代劇の中の1本にあたるわけだ。この残酷ブーム自体は1970年代以降おさまっ
ていくのだが、その後、現代に至るまでのどの時代劇においても、多少なりとも身
体の切断や血の流出などが見受けられ、そうした描写は黒澤時代劇以後の定番と
なっていった。
　そして、この残酷描写の導入によって立回りの性質が大きく変化していく。以前
は前述の通り、役者の全身の動きを見せるため、「引き」のショットが尊重されて
いた。それに対して、黒澤時代劇以後、残酷描写が導入されてからは、確かに登場
人物たちの身体全体の動きも重要であることは変わらないが、それと同等か、ある
いはそれ以上に、身体のある一部分を強調して描くことも必要になったのである。
すなわち、『幕末残酷物語』であれば、刀で喉を突き刺す部分であり、このように、
残酷描写だとみなされる、刀と身体が接触する部分を強調することが重要になって
いった。それゆえ監督たちは身体の一部を強調するために、カメラを「引き」で捉
えるのではなく「寄り」で収めることを選択する。そして、残酷描写が過激になる
につれ、カメラと登場人物との距離も徐々に接近していくのである。それでは、そ
のことを強く感じさせる 1972 年の『子連れ狼　三途の川の乳母車』（三隅研次監督）
を見てみたい。
　この映画のラスト、砂丘で主人公が 3 人の敵を相手に闘う場面がある。ここで、
主人公は、刀で襲い掛かる敵の武器を次々と真っ二つにしていく圧巻の破壊力を見
せつけながら、最後にはなんと、敵の頭をも力強く両断する驚愕の離れ業を披露す
る。頭部が割れて血飛沫が舞い上がると、今度は大きく映し出されたその割れ目か
ら、主人公の迫力に満ちた表情が浮かび上がってくるのである。ここまでくると、
黒澤が目指した立回りのリアルさはすっかり消え、見せ物になってしまうのだが、
それはともかく、黒澤以後の時代劇では、身体の一部分が強調される「寄り」のショッ
トが重要になっていったわけだ。
おわりに
　それでは黒澤時代劇の以前と以後で確認された立回りの大きな変化をまとめてお
く。黒澤明監督の二作品、『用心棒』（1961）ならびに『椿三十郎』（1962）以前に見
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られた時代劇では、「歌舞伎」の伝統を受け継いだ様式的な立回りが印象的に展開
されていた。そこでは、役者の身体全体の動きを捉えることが重要になってくるた
め、カメラも「引き」で撮ることが尊重されていた。一方で、黒澤作品の以後では、
立回りは「血の流出」や「身体の切断」「効果音」を伴ったリアルな描写を経て、
それらが過剰に展開される残酷描写を含んだものへと変化していった。さらにカメ
ラの撮り方も、黒澤以前の時代劇とは違って、特定の身体の部位に注目が向けられ、
そこを「寄り」で捉えることが求められた。
　すなわち、立回りにおいて、身体全体から部分へ、「引き」のショットから「寄り」
のショットへ、黒澤以前と以後で、こうした大きな変化が起こっていたのである。
